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１
０
月
１
３
～
１
４
日
、
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会

が
準
備
し
、
三
地
本
交
流
会
が
長
岡
・
魚
沼
の

地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
３
８
名
（
本

部
２
名
、
高
崎
１
１
名
、
長
野
１
０
名
、
新
潟

１
４
名
、
新
潟
地
本
代
表
１
名
）
が
参
加
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
長
岡
駅
前
に
集
合
し
た
参
加

者
は
見
学
場
所
の
「
長
岡
戦
災
資
料
館
」
へ
。 

空
襲
・
爆
撃
の
体
験
談
を
聴
き 

平
和
へ
の
決
意
新
た
に 

敗
戦
間
近
の
昭
和
２
０
年
８
月
１
日
夜
、
長

岡
の
中
心
部
に
米
軍
Ｂ
２
９
爆
撃
機
が
飛
来
、

焼
夷
弾
に
よ
る
集
中
爆
撃
を
行
い
、
１
４
８
６

名
の
死
者
を
は
じ 

め
市
街
地
の
八
割 

が
焼
け
野
原
と
な 

り
ま
し
た
。
今
回 

当
時
６
年
生
だ
っ 

た
『
金
子
登
美
』 

さ
ん
の
体
験
談
を 

聞
く
こ
と
が
出
来 

ま
し
た
。
金
子
さ 

ん
は
当
時
父
親
と 

姉
さ
ん
を
亡
く
さ 

れ
、
現
在
『
語
り 

部
』
と
し
て
当
時 

の
状
況
を
学
生
、 

子
供
達
に
語
り
継 

い
で
お
ら
れ
ま
す
。 

美
味
し
い
お
米
と
ウ
ン
メ
ー
酒
、
平
和
と
自
然
に
触
れ
る
旅 

長
岡
・
魚
沼
地
域
を
散
策
・
楽
し
み
交
流
深
め
る
！ 

 

金
子
さ
ん
の
生
の 

話
に
参
加
者
は
真 

剣
に
聞
き
入
り
、 

涙
を
浮
か
べ
て
い 

た
人
も
多
く
、
平 

和
へ
の
決
意
を
新 

た
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
資
料
館
に 

は
、
長
崎
に
投
下 

す
る
原
子
爆
弾
、 

そ
の
訓
練
の
為
長 

岡
に
模
擬
原
子
爆 

弾
が
落
と
さ
れ
、 

死
者
４
名
を
含
め
被
害
が
あ
り
、
そ
の
実
物
大
の

「
模
擬
爆
弾
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、「
河
井
継
之
助
記
念
館
」
を
見
学
。 

司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
峠
」
で
有
名
に
な
り
、
全

国
か
ら
訪
れ
る
記
念
館
で
す
。 

長
岡
藩
家
老
と
し
て
組
織
・
財
政
改
革
に
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
一
方
、
軍
備
増
強
を
行
い
、
そ

れ
を
背
景
に
長
岡
藩
の
「
独
立
国
家
」
を
目
指
す

も
の
の
維
新
政
府
軍
に
認
め
ら
れ
ず
、
や
む
な
く

北
越
戊
辰
戦
争
に
突
入
、
そ
の
途
中
で
死
亡
。
江

戸
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
活
躍
「
越
後
の
蒼
い

龍
」
と
称
さ
れ
た
人
物
で
す
。 

中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興 

山
古
志
の
自
然
に
触
れ
る 

次
に
山
古
志
地
区
に
あ
る
復
興
記
念
館
「
お
ら 

た
る
」「
水
没
家
屋
が
保
存
さ
れ
て
い
る
木
篭
集

落
」
を
見
学
。
１
２
年
前
の
１
０
月
２
３
日
中
越

大
震
災
が
発
生
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
山
古

志
地
区
の
状
況
や
、
そ
の
後
の
復
興
過
程
が
展
示

さ
れ
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
体
感
。 

地
震
列
島
日
本
、
熊
本
や
鳥
取
県
と
被
害
が
続

出
し
て
お
り
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
を
絶
対

許
し
て
は
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

山
古
志
地
区
を
後
に
大
湯
温
泉
・
ホ
テ
ル
に
湯

元
に
直
行
。
温
泉
の
湯
船
に
つ
か
り
疲
れ
を
と

り
、
大
交
流
会
を
開
催
。
三
地
本
が
そ
れ
ぞ
れ
持

ち
寄
っ
た
ウ
ン
メ
ー
地
酒
、
美
味
し
い
料
理
と
お

米
に
堪
能
し
な
が
ら
歌
自
慢
や
踊
り
も
飛
び
出

し
。
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

「
開
山
堂
」、「
魚
沼
の
里
」
を
見
学 

 

翌
日
も
天
候
に
恵
ま
れ
快
晴
。
西
福
寺
に
あ
る

開
山
堂
に
は
江
戸
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
木
彫

り
師
・
石
川
雲
蝶
（
日
本
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と

称
さ
れ
る
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
。
迫
力
、

鮮
や
か
な
色
彩
な
ど
そ
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
八
海
醸
造
が
作
っ
た
複
合
施
設

「
魚
沼
の
里
」
へ
。「
雪
室
」
見
学
や
銘
酒
・
八

海
山
、
甘
酒
の
試
飲
も
出
来
、
大
量
の
土
産
を
買

い
込
む
参
加
者
も
。
最
後
は
場
を
移
し
て
昼
食
。

地
元
の
名
産
「
八
海
そ
ば
」
を
堪
能
（
そ
ば
の
お

替
り
す
る
人
も
）。
最
後
に
来
年
は
長
野
地
本
が

準
備
す
る
こ
と
、
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
浦
佐
駅
、
長
岡
駅
で
散
会
し
ま
し
た
。 

今
回
の
特
徴
と
し
て
は
、
初
め
て
の
参
加
者
が

１
０
名
お
ら
れ
ま
し
た
。
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
が
、
準
備
委
員
並
び
に
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。 
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2016年度本部・地本ＯＢ会新規加入者（8月19日まで） 

第
１
８
回
直
江
津
支
部
定
期
総
会 

総
会
は
、
直
江
津
駅
前
「
鳥
ま
ん
」
に
て
、
２
３

名
の
役
員
・
会
員
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

武
田
会
長
は
「
会
員
の
８
０
数
％
参
加
協
力
を
得

て
取
り
組
ん
だ
『
た
し
ろ
選
挙
』
は
惜
敗
し
た
が
、

現
役
組
合
員
と
の
連
携
な
ど
成
果
も
得
た
。
改
憲
勢

力
が
２
／
３
と
な
り
安
倍
の
戦
争
へ
の
道
は
一
気
に

加
速
す
る
だ
ろ
う
」
と
挨
拶
。
ま
た
、
来
賓
に
は
、

地
本
Ｏ
Ｂ
会
高
橋
事
務
長
、
上
越
退
職
者
連
合
山
崎

会
長
が
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
４
名
の
会
員
か
ら
「
選
挙
・
現
役
と
の

連
携
、
エ
ル
ダ
ー
会
員
の
獲
得
、
高
齢
者
交
通
体
系

の
確
立
」、
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
終
了
後
、

懇
親
会
か
ら
参
加
の
会
員
も
含
め
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
１
１
月
４
日
に

恒
例
の
”
紅
葉
狩
り
“
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。 

第
１
６
回
長
岡
支
部
定
期
総
会 

９
月
２
８
日
、
割
烹
「
は
ら
屋
」
に
４
３
名
が
集

い
開
催
。
議
長
に
笠
井
修
氏
を
選
出
、
三
浦
会
長
は

「
６
名
も
の
仲
間
が
亡
く
な
っ
た
、
健
康
に
注
意
し

よ
う
。
長
岡
市
長
選
は
磯
田
候
補
を
応
援
し
た
い
」

と
挨
拶
。
新
た
に
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
に
就
任
し
た
山
崎

会
長
は
、「
敗
北
し
た
『
た
し
ろ
選
』
を
キ
チ
ッ
ト
総

括
す
る
、
当
面
の
課
題
は
、
①
世
代
交
代
、
②
現
役

と
の
交
流
・
連
帯
、
③
知
事
選
は
、
原
発
再
稼
働
に

反
対
す
る
候
補
を
考
え
て
い
る
」
と
挨
拶
。
ま
た
支

部
佐
藤
副
委
員
長
が
参
加
、
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。 

質
疑
で
は
４
名
の
発
言
（
平
和
の
危
機
、
エ
ル
ダ

ー
会
員
の
獲
得
、
た
し
ろ
選
な
ど
）
を
受
け
、
総
会

は
終
了
。
懇
親
会
で
は
仲
間
の
元
気
に
触
れ
、
英
気

を
養
い
、
楽
し
く
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

第
１
６
回
新
潟
支
部
定
期
総
会 

 

１
０
月
２
０
日
、
新
潟
駅
前
「
ク
オ
リ
ス
」

に
会
員
と
来
賓
（
細
谷
・
渡
辺
両
副
会
長
と
村

山
地
域
退
職
者
連
合
会
長
）
を
含
め
３
８
名
が

参
加
。 

議
長
に
は
高
見
氏
が
選
出
さ
れ
た
後
、
高
橋

会
長
か
ら
「
地
本
が
『
自
主
投
票
』
と
し
た
県

知
事
選
の
方
針
を
踏
ま
え
つ
つ
、
原
発
再
稼
働

に
対
し
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
く
れ
る
候
補
を

応
援
し
た
。
ま
た
『
た
し
ろ
選
』
惨
敗
の
総
括

を
し
っ
か
り
行
う
。
な
ど
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 発

言
者
は
４
名
、「
分
会
Ｏ
Ｂ
会
で
日
帰
り

旅
行
を
実
施
。
サ
ー
ク
ル
活
動
で
組
織
強
化
を

図
っ
て
き
た
」「
地
域
で
安
保
法
制
反
対
の
一

点
で
共
闘
を
実
現
し
た
」「
県
知
事
選
で
の
民

進
党
の
対
応
は
お
か
し
い
」
な
ど
の
発
言
が
あ

り
、
そ
れ
も
含
め
方
針
は
満
場
一
致
採
択
さ

れ
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
終
了
し
ま
し
た
。 

新
津
製
造
所
支
部
定
期
総
会 

１
０
月
２
２
日
、
秋
葉
区
内
の
「
小

熊
鮮
魚
店
」
で
開
催
さ
れ
２
０
名
が
参

加
。
熊
倉
事
務
長
の
司
会
・
進
行
で
進

め
ら
れ
、
藤
田
会
長
は
「
た
し
ろ
選
挙

へ
の
御
礼
、
組
織
の
高
齢
化
と
加
入
促

進
」
な
ど
Ｏ
Ｂ
会
が
抱
え
る
課
題
を
述

べ
ま
し
た
。
来
賓
の
高
橋
地
本
事
務
長

は
「
た
し
ろ
選
挙
が
敗
北
、
結
果
、
憲

法
改
悪
と
戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
ん
で

い
る
。
医
療
・
福
祉
の
後
退
と
年
金
減

額
な
ど
弱
者
切
り
捨
て
に
闘
お
う
。
そ

し
て
健
康
寿
命
維
持
の
た
め
種
々
の
レ

ク
行
事
を
取
組
む
」
等
を
、
西
脇
支
部

委
員
長
か
ら
は
「
製
造
所
の
現
状
に
つ

い
て
」
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、
最
後
に
次

期
役
員
体
制
を
承
認
し
終
了
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
酒
・
ビ
ー
ル

を
酌
み
交
わ
し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
と

近
況
話
で
和
気
藹
々
の
、
楽
し
い
総
会

と
な
り
ま
し
た 

各支部新役員体制（敬称略） 

会 長 武田 滋 

副会長 小山英介、泉 幸雄 

事務長 新部哲夫 

会 長 三浦 憲 

副会長 伊藤幸夫、石川進一 

田所孝夫 

事務長 大久保 直 

会 長 田中冨士男 

副会長 星山眞吾、長谷川強嗣 

事務長 沢口 薫 

会 長 藤田清一 

副会長 鵜川 大 木下 勉 

事務長 熊倉雄二 

秋
の
ゴ
ル
フ
大
会
終
了 

！ 

１
０
月
３
日
春
の
大
会
に
引
き
続

い
て
、
第
１
１
回
目
と
な
る
地
本
Ｏ
Ｂ

会
主
催
の
秋
の
大
会
を
大
新
潟
カ
ン

ト
リ
ー
・
三
条
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。
一
週
間
前
の
天
気
予
報
で
は
雨
マ

ー
ク
で
し
た
が
、
参
加
者
の
精
進
の
甲

斐
あ
っ
て
か
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
初
秋
の
清
々
し
い
風
に

吹
か
れ
な
が
ら
、
地
本
２
名
を
含
め
２

２
名
の
参
加
者
は
心
地
良
い
汗
（
冷
汗

も
）
を
搔
き
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。
春
の
大
会
と
同
じ
ゴ
ル
フ
場

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
好
ス
コ
ア
―
を
納
め
つ
つ
、
交
流

と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
高
齢
に
な
り

な
が
ら
も
ゴ
ル
フ
を
楽
し
め
る
体
力

と
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
新
た
め
て

噛
み
し
め
る
事
の
出
来
た
大
会
で
し

た
。
ま
た
来
年
再
会
期
し
て
！
！ 

成績（敬称略）  グロス ＨＤ ＮＥＴ 

優 勝 山崎 次男  88 14,9 73,6 

準優勝 小田島十郎 103 28,9 74,2 

第３位 中田 幸一  89 14,4 74,6 

（地本） 

第４位 大久保 直 100 24,0 76,0 

第５位 五十嵐英博 102 25,2 76,8 

 

 

直
江
津 

長 

岡 

新
津
製
造
所 

新 

潟 

ナイス イン！！！  参加者の皆さん 


